
 

  
 

 

     

     

 

    

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

                                         

 

 

 

 

事務局：須黒法律会計事務所  〒328-0027栃木市今泉町2-4-18 FAX0282-22-3757   

電話連絡先0282-22-7079(増田)    

Ｅメール oohirasanroku9jo@yahoo.co.jp     ＨＰ：太平山麓九条の会で検索   
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年
が
明
け
て
あ
ら
た
ま
る
と
今
年
は
佳

き
年
に
な
る
こ
と
を
願
う
の
は
誰
し
も

同
じ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
し

て
も
昨
年
は
大
変
な
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
は
二
千
九
百
万

人
（
昨
年
十
二
月
概
算
）
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
ロ
シ
ア
の
暴
挙
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、

破
壊
さ
れ
、
零
下
の
気
温
の
中
で
平
和

を
望
ん
で
い
ま
す
。 

日
本
で
は
昨
年
十
二
月
に
四
人
の
閣

僚
が
更
迭
さ
れ
、
戦
費
が
拡
大
さ
れ
、

原
子
力
規
制
も
お
か
ま
い
な
し
。
何
事

も
人
ご
と
の
よ
う
に
振
舞
う
首
相
、
こ

の
首
相
は
傀
儡
の
よ
う
で
す
。
後
で
操

つ
る
も
の
や
国
が
あ
る
よ
う
で
す
。
国

民
の
方
は
全
く
見
ず
に
操
り
人
形
の
よ

う
に
説
明
責
任
を
く
り
返
す
。
つ
ま
り

日
本
は
中
国
、
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
に
対

す
る
防
波
堤
で
、
戦
力
を
増
強
し
て
、

防
波
堤
を
強
国
に
し
た
い
と
考
え
る
人

や
国
が
黒
幕
、
陰
の
人
、
国
な
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。 

日
本
は
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
悲
惨
さ

を
十
分
に
知
っ
て
い
る
か
ら
、
平
和
憲

法
九
条
を
守
っ
て
、
平
和
を
保
っ
て
き

た
の
で
す
。 

 

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
私
の
小
学
六
年

生
の
十
二
月
に
真
珠
湾
攻
撃
か
ら
大
戦
が
始

ま
り
ま
し
た
。
小
学
校
は
国
民
学
校
に
な

り
、
中
学
校
（
旧
制
五
年
制
）
に
そ
の
翌
年

入
り
ま
し
た
が
、
校
門
に
は
五
年
生
が
衛
兵

の
よ
う
に
二
人
が
立
っ
て
い
て
校
門
を
入
る

と
奉
安
殿
に
礼
を
す
る
。
学
校
に
は
配
属
将

校
が
派
遣
さ
れ
て
い
て
、
陸
軍
少
尉
の
人
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
授
業
に
は
教
練
の
時

間
が
あ
っ
て
軍
隊
式
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
二
年
生
の
終
り
の
頃
か
ら
軍
事
工
場

（
現
在
の
大
平
町
日
立
製
作
所
）
に
動
員
さ

れ
て
、
私
は
フ
ラ
イ
盤
の
係
で
し
た
。
後
で

聞
い
た
話
で
す
が
、
私
た
ち
が
作
っ
て
い
た

の
は
三
十
三
ミ
リ
機
関
砲
で
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
実
戦
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と

の
こ
と
で
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
終
戦
が
中

学
生
四
年
生
の
八
月
十
五
日
で
し
た
か
ら
学

校
に
戻
っ
た
の
は
、
四
年
生
の
二
学
期
か
ら

で
す
。
四
年
生
の
数
学
は
微
分
積
分
、
何
の

こ
と
か
全
く
分
ら
な
か
っ
た
で
す
。
つ
ま
り

中
学
の
勉
強
は
何
も
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
。
戦
後
も
私
は
大
学
予
科
に
入
っ
た
の
で

す
が
、
食
糧
難
の
た
め
、
大
学
の
授
業
は
二

年
間
で
二
ヶ
月
程
で
し
た
。
日
本
も
落
着
く

ま
で
大
分
か
か
り
ま
し
た
。 

戦
争
と
い
う
の
は
凡
て
犠
牲
に
し
ま
す
。 

平
和
を
保
っ
て
き
た
９
条
を
、
絶
対
に
手 

渡
し
は
な
ら
な
い
こ
と
を 

強
く
訴
え
ま
す
。 

   

平
和
が
第
一 

 

 
タレントのタモリさんが、昨年の１２月

２８日の「徹子の部屋」での放送で、「来

年は新しい戦前になるんじゃないでしょう

か」と発言し話題を呼んでいます。 

日本国憲法前文には「政府の行為によっ

て再び戦争の惨禍が起こることのないよう

にすることを決意し」と謳っています。憲

法を無視し、国会審議もなく勝手に突き進

む軍拡。戦争国家にさせないために、軍拡

許さない運動を広げていきましょう。 

 
 

日
本
国
民
は
、(

省
略
）
わ
れ
ら
と
我
ら

の
子
孫
の
た
め
に
、諸
国
民
と
の
協
和
に
よ

る
成
果
と
、わ
が
国
全
土
に
わ
た
っ
て
自
由

の
も
た
ら
す
恵
沢
を
確
保
し
、政
府
の
行

為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、こ

こ
に
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣

言
・・・（
省
略
） 

日
本
国
民
は
、恒
久
の
平

和
を
念
願
し
、人
間
相
互
の
関
係
を
支
配

す
る
崇
高
な
理
想
を
深
く
自
覚
す
る
の
で

あ
っ
て
・・・(

省
略)

 
わ
れ
ら
は
、全
世
界
の
国

民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か

れ
、平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す

る(

省
略)

 

わ
れ
ら
は
、い
ず
れ
の
国
家
も
、

自
国
の
こ
と
の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視

し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
。(

省
略)

 

日
本
国
憲
法
前
文
（一
部
省
略
） 

・半田滋講演会  ２月１９日（日）宇都宮総合文化センター 

 午後２時半～午後４時半（県民ネット総会午後１時１５分～） 

・浜矩子経済講演会 ２月２６日（日）午後２時～  

 壬生町城址公園ホール（リモートによる講演） 

大
正
大
学
名
誉
教
授
・宝
蓮
寺
住
職 

                

齋
藤 

昭
俊 

よ 

お知らせ 
くららフェスタ  ３月１２日（日） １０時半～１５時 

栃木市民交流センター 

 

太平山麓９条の会は、 

絵本作家かこさとしさんの幻燈などします。 

（わっしょいわっしょいブンブンブン） 

mailto:oohirasanroku9jo@yahoo.co.jp
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPdDW6kgxT.xIALwSU3uV7/SIG=11vgg1m2i/EXP=1393419322/**http:/kids.wanpug.com/illust1553_thumb.gif


 

 

 

 

 
 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ロシアによるウクライナ侵略以降、TV 報道

に「防衛研究所」の方々が盛んに登場する。昨

夜（1/12）「報道ステーション」を見ていた

ら、そこの高杉氏が登場し「台湾有事」の話で

『中国は勝てると思った時に武力侵攻する』よ

って「勝てないと思わせる事が抑止力・それに

は台湾を守る日米同盟の強化が必要」と述べ、

米軍による自衛隊との共同作戦の詳細を解説し

ていた。大越キャスターが「ナルホド」と大い

に納得。 

ちょっと待った、と思い『･･「戦争は外交の

失敗・政治の延長--外交は、武器を使わない戦

争である』などの格言があります・・なぜ台湾

有事が日本有事なのか？外交のガの字もない解

説には大疑問！』と直ぐにメールで抗議した。 

 

「防衛研究所」とは「防衛省のシンクタンク的

な組織で、自衛隊における高級幹部等育成のた

めの戦略大学レベルの教育機関」だという。平

和憲法・9 条を持つこの日本で、その機関幹部

がニュースの主役面して得々と解説している事

が異常だと私は思う。「共同作戦」の美名のも

と、米軍の支配下で沖縄を先頭に日本が戦場に

なるなど「まっぴらごめん」だ。 

マスコミはもっと戦場のリアルを伝え、民

意・国会を無視して、軍事費倍増、敵地攻撃、

原発回帰など戦時体制に突き進むかのごとき岸

田政権のありさまを追及してほしい。 

加藤周一さん曰く「戦争の準備をすれば戦争

の確率が高まる。平和を望むなら 

平和の準備をすべきだ」。   

 昨年末、官邸メールボックスに送信しました・・・。         玉田文男記 

『日本の食料自給率は 37％、エネルギーは 12％。戦争で海上輸送が断たれると日本は成り立たな

い！ 敵基地攻撃なんちゅうのは「妄想」です。敵の発射の兆候をとらえて撃つ＝相手から見れば先制

攻撃。日本海側に乱立する原発やられたら、われらオダブツ・・アメリカに従属した外交から脱却し

「排他的軍事ブロックではない・包括的な平和外交」を必死で模索するしかないです。 最近の岸田さ

ん変ですよ。国会閉会後に「重大な政策変更」を行うなんて！そりゃーロシアのウクライナ侵略は絶対

に許せませんし、中国の覇権主義的な動き、北朝鮮の挑発などなど大変なのは私たち国民も大いに心配

しています。しかし、軍事力に軍事力で対抗しても、結局は核共有・戦争へとつながります。どう対応

すべきか？ 通年国会で国民を巻き込んで大議論しましょうよ。』 

※⇒NHK・番組へのご意見・お問い合わせメールフォーム | 

番組へのご意見・ご感想 投稿フォーム (tv-asahi.co.jp) 

ご意見募集（首相官邸に対するご意見・ご感想） |  

 

 

平和を望むなら平和の準備を  玉田文男記 
       

「
い
の
ち
っ
て 

な
ん
で
し
ょ

う
？
」 

「
い
き
て
い
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」
・
・
・ 

・
・
と
、
小
学
４
年
生
に
問
い
か

け
る
の
は
９５
歳
の
現
役
医
師
の

日
野
原
重
明
さ
ん
。
こ
の

４５
分

間
の
い
の
ち
の
授
業
を
描
い
た
絵

本
で
す
。 

 

先
生
の
持
参
し
た
、
聴
診
器
を

使
い
、
友
だ
ち
ど
う
し
で
心
臓
の

音
を
聞
き
あ
い
、
そ
の
感
動
を
共

有
す
る
こ
ど
も
た
ち
。
そ
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
績
を
残
し
た
先
生

の
「
い
の
ち
と
は
？
」
に
対
す
る

答
え
は
・
・
・
？ 

 

読
む
た
び
に
私
も
こ
の
教
室
に

参
加
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。 

 

地
元
の
４
年
生
に
数
年
来
、
紹

介
し
て
い
る
私
の
た
い
せ
つ
な
一

冊
で
す
。 

 
 
 
 

（
布
施
木
と
め 

記
） 

   
 

日野原重明・文 

  村上 康成・絵 

 

◇スタンディング ２月９日（木）市役所前 １９日（日） ケーズデンキ大平店前 午後３時～ 

◆スタッフ会議  ２月９日（木）１２時～ ２４日（金）１３時半～交流センター楽習館くらら２階 

https://cgi2.nhk.or.jp/css/mailform/mail_form.cgi
https://www.tv-asahi.co.jp/apps/apply/post.php?fid=9897
https://www.kantei.go.jp/jp/forms/goiken_ssl.html
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